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図9　移動荷重の移動速度を変えたときの弦の形
　図9は，他のパラメータ値を一定にして質点の走行速
度だけを変化させた場合の弦の形を描いたものである。
点線は走行質点の軌跡を表している。質点の走行速度が
早くなるにつれて，走行質点の軌跡の最大値が出現する
時期がおくれてくることがわかる。
　6．結　　　論
　本報告では，弦と移動荷重とが構成する力学系におい
て弦の運動を波動関数で表して解く実用的方法を示し
た。
　弦が走行質点に及ぼす力は，従来はくり返し計算によ
り決定していたが，本報告では，この力を直接代数計算
により決定する方式を確立した。
　固定端近くを荷重が走行する場合，微分方程式の確定
特異点近傍の解が系の挙動を表す。しかしこの解はきわ
めて狭阻な範囲で有効であり実際の数値計算には不向き
である。
　さらにシミュレーションにより本報告で提案した方法
が有用であることを示した。
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